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序

秋田県には4，000を数える遺跡が知られており、大地に刻まれた歴史資料

として多くの埋蔵文化財が受け継がれてきております。これらは先人から託

された文化遺産であり、損なうことなく未来へと受け継がれるべきものであ

ります。

近年、高速交通体系や農業基盤の整備など、豊かで快適な生活を築くため

の地域開発が大規模に行なわれ、埋蔵文化財の保護との調和を図ることが急

務となってきております。遺跡分布調査と遺跡範閤確認調査はそのための基

礎となるものであります。

本報告書は平成6年度国庫補助事業として実施した、一般国道13号湯沢横

手道路建設事業・県道能代五城目線豊岡バイパス建設事業・県営ほ場整備事

業北川目地区などの遺跡分布調査と、東北横断自動車道遠野秋田線建設事

業・森吉山ダム建設事業・県道木戸石鷹巣線建設事業・県営ほ場整備事業琴

丘地区などの遺跡範囲確認調査の結果をまとめたものであります。

最後になりましたが、これらの調査にご協力いただきました関係各機関に

感謝申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきましてご協力下

さいますようお願い申し上げます。

平成7年3月

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信



1 本報告書‘は平成6年度に秋田県教育委員会が国庫補助を得て実施した遺跡分布調斎と遺跡

ある 0

2 本報告書に記載の遺跡分布調査・範i主!確認調査は主に秋田県教育庁文化課・秋田県埋蔵文

化財センターの職員が担当した。報文は各部査担当者が作成したものを秋田県埋蔵文化財セ

ンターが編集した。

3 遺跡分布調査のうち、県営ほ場整備事業豊岩地区・大屋地区ふるさと

ほ場整備事業駒場南地区・県営ほ場整備事業琴丘地区は、 に遺跡が確認、

されなかったので本報告から除外した。また一般国道13号湯沢横手道路建設事業@県道能代

五城目線豊岡バイパス建設事業・長面地区農免農道建設事業は、後日試掘調査により再度遺

跡の有無を確認する必要があるため本報告から除外した。

4 遺跡範囲確認調査のうち、開拓地整備事業三ツ森地区に係る足田遺跡は調査の結果、

区内で遺構などが確認されなかったため本報告から除外した。

5 本報告書に使用した地問は、秋田県教育委員会発行の『秋田県遺跡地図~ (県南版・中央

版@県北版)、建設省国土地理院発行50，000分の 1および25，000分の 1地形図と、日本道路

公団 e 建設省・秋田県土木部・秋田県農政部が作製した1，000分の 1地形図である。
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第 1rii'i 泣跡分布調査

l 

国庫補助を得て実施した平成6年度の遺跡詳細分布調査は、

-県道能代五城白線豊岡パイ

1I白地区 a

-県営ほ場整備事業琴丘地区@

-長而地区農

戸地区の遺跡分布調査と、東北横断自動車道遠野秋田線建設事業。一般国道7号琴丘能代道路

@森吉山ダム建設事業・県道木戸石鷹巣線建設事業@県営ほ場整備事業琴丘地区 e 開

ツ森地区に係る遺跡範罰確認調査である。これらの調査はすでに策定しである

調査要項に基づいて、秋田県教育庁文化課、秋田県埋蔵文化財センターの職員、それに大館市、

仙北町および琴丘町の専門職員の協力を得て、平成6年4月から平成7年 1月にかけて実施し

たものである。

2 6年度遺跡分布調査@

第 1節遺跡分布調査

1 鵠査の毘的

開発予定地内を踏査して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を構ずる 0

2 調査の方法

(1)計同地域の範囲内で遺物の表面採集および試掘調主を実施して遺跡の所在を確認すると

ともに、遺跡の性格についても把握する。

(2)確認された遺跡は地図に記入し、位置を記録する。

(3)遺跡の現況、遠景を写真記録し、遺跡の概要も記録する。

3 事業主体者

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋|壬|県教育庁文化課 熊谷太郎
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第2j吉 平成6年度遺跡分::{]i鵡査・遺跡範|韮!確認調査実施要項

文化係長

イ[Jr北IlIT教育委員会

板橋範芳

払田有lU跡環境整備係長 小西秀典

木村将来

一九叫

本年度調査区域内に遺跡は確認され

なかった。

6 年 4 月初日 ~27 E-:1 、 i 本年度調査区域内に新発見の遺跡 1

11月17日i筒所確認。

3 
計画路線内に遺跡可能地 4箇所あ

り。後日試掘により有無を確認。

事業IK内に周知の遺跡が2笛所位置
しているが、調査の結果計画路線内

に遺跡は確認されなかった。

県道能代五城EI線豊岡
5 I /1: ~ 14~ ~~~~~:~::=-Xr~I'-~ 平成 6 年 9 月 14 日
バイパス建設事業

計画路線内に遺跡可能地あり。後日

試掘により有無を確認。

平成6年9)=J20 日
計画路線内に遺跡可能地あり。後日

試摘により有無を確認。

本年度調査区域内に遺跡は確認され

なかった。

平成6年11月24日、

12月8日、

7年 1月9日

本年度調査区域内に新発見の遺跡 1

笛所確認。

平成6年12月14日、

ア年1月171=1

10 I 
船戸地区

平成6年10月31[::1、

71=f:三 1月25EI 

に遺跡は碍認され

に局知の遺跡1
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第2節遺跡範囲確認調査

第2節遺跡範囲確認調査

1 調査の目的

開発事業計画に係る遺跡の範囲確認調査を実施して、埋蔵文化財の保護と保存を図る。

2 調査の方法

(1)遺跡の広がり、埋没の度合、時代とその性格を知るために、当該地域で遺物の表面採集

および小規模の発掘調査(遺構確認面までの掘り下げ)を行なう。

(2)地形等を考慮し、できるかぎり面的に調査地域を広げて遺構の確認に努める。

(3)現場で確認された遺構・遺物、堆積土の厚さ、遺物包合層などの記録を行なう。その際、

遺跡の全景と発掘調査状況、確認された遺構・遺物などは写真撮影をする。

(4)使用する地形図は開発部局で作製した一番大きな縮尺図面とする。

(5)遺跡の立地条件などに即した適切な調査をする。

3 事業主体者

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋田県埋蔵文化財センター 調査課長補佐庄内昭男

調議第一科長高橋忠彦

学芸主事 藤津呂、利部修、武藤祐浩、磯村

文化財主査 柴田陽一郎

文化財主任 小林克

非常勤職員 松尾睦子

5 事業名・調査対象遺跡・調査期間・調査担当者ほか

No. 事業名 遺跡名・所在地 調査期間 調査担当者 J両 要

東北横断自動車道遠野 平成6年7月27日"'8月10日 高橋忠彦1 
秋旧線建設事業

戸平川i遺跡(秋旧市)
11月9日"'11丹25日

藤1畢昌
伊藤 攻

仲i内 I遺跡(森吉田T)
庄内昭男2 森吉山ダム建設事業 桐内耳遺跡(森吉田T) 平成6年8月23日"'9月30日
手11部修

柄内沢遺跡(森吉町)

3 
一般同道7号琴丘能代

鼠EEI谷地遺跡(八竜町) 平成6年10月17日"'11月11臼
小林 克

道路建設事業 磯村 予J告r

4 
県道木戸石鷹巣線建設

伊勢堂岱遺跡(鷹巣町) 平成6年11月7日"'11月18日
高橋忠彦

事業 松尾陸子

県営ほ場繋備事業 庄内昭男
5 泉沢中台遺跡(琴丘町) 平成6年11月7日'"12月2日 武藤祐浩
琴丘地区

磯村 笠子

6 
開拓地整備司司ミ

Jil壬|遺跡(羽後町ー) 平成6年4月19日"'4月26日
柴狂|陽一郎 調斎区内は遺跡

三ツ森地区 松尾 11圭子 と認定できず。
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第21，1': 平成6年度遺跡分布調査 ・遺跡範閉確認、調主堅実施品延期ー

第1図 遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査位置図
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第 1節泣跡分;{ji調主

3 

1節遺跡分布調査

自

1riJ北 ~1r)1rLI北 IIIJ払[Efおよび高梨地区における事業で、計画lli日iZは121ha。調査は試掘により平

成5年度より開始し、本年度が最終年度。調査の結果新発見の遺跡1箇所が事業に係わること

を確認した。

第2図 県営ほ場整備事業北JII自地区内遺跡位建図
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第3j宗調査の記鯨

2 県営iま場整備事業茂内地区

大館市茂内地区における事業で計画而積は80ha。本年度の調査は当面の事業広域約35haにつ

いて試掘を実施。調査の結果新発見の遺跡1箇所が事業に係わることを確認した。

第3悶 県営ほ場整備事業茂内地区内遺跡位置関
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第 1節遺跡分布調査;

3 県営iま場整備事業船戸地龍

仙北fl.l~神間 1111持合戸働地区における .7hao 本年度の調査は当面の事業区域に

ついて試掘を実施。調査の結果周知の遺跡 1 ることを確認した。

* ~秋 i士i 県泣跡地図~ (県南版)には「三本杉経j家J(地図番号45-1)と記載され
ているが、 -般名称として従来からi呼ばれている「船戸経塚」を使用した。

第4図 県営ほ場整備事業船戸地IR内遺跡位護図
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第2師、i 遺跡範1m確認調査

第2節遺跡範囲確認調査

自

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範圏確認調査対象面積

ヰ 工事Id域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

①立地

自

秋i苛県秋田市添川字戸平)11142-3外

平成6年 7月27EI '" 8 )=:1 10 E::I . 11月9日"'25F:_I 

13，700rrf 

12，400n1 

I[遺跡は秋田市のほぼ中央、 ]R秋田駅の北北東約4kmにあり、旭川の左岸に形成され

た標高20"'-'40mの河岸段丘面と沢部に立地している。段丘而には中央部よりやや東寄りに大き

な沢が南北方向に入り込んでおり、北向きの台地が沢を挟んで東四に速なる地形となっている。

また遺跡南側の後背地は、標高108mを頂点とする手形山塊北端であり、その)副長を利用した

「天館」と呼ばれる中世城館である。

②現況

台地全面に杉が植林されていたが、未買収の一部を残して、既に伐採・運搬済みである。沢

吉[5分は以前はノj吋Hであったが、沢上部からの土砂流入により埋まり現在に三至っている。

5 範関確認調査の結果

西側台地は原地形が大きく改変されており一様ではないが、残存する原地形 (11. 14 . 2"1 . 

28・30トレンチ付近)の層序は、 1J留黒褐色土(厚さ20"'-'30cm) 耕作土、日層黒色土(厚さ20

"'40cm) 炭化物を合む縄文時代晩期中葉(大洞C1・C2式)の包合層、班層黒褐色土(厚さ10

"'20cm)、NJ留褐色砂質粘土層:地山である。ほとんどの遺構はN層七百で確認されている。

その他の部分は表土から10"'-'20cmで地山に達しており、遺構上而も ì~iJ平を受けている所が多い。

沢部分は I層の表土が 1mほど堆積している。 IIJ留は黒色土で大洞C1・C2式'=1='心の良好な

包合国であり、その厚さは約 1"'-'2m程で、沢の西側台地縁辺部から沢の仁l'央まで堆積してい

る。 3 トレンチ付近では、ボーリング調査の結果さらにその下に11計局色の泥炭層が存在してい

るようである。

東側台地は I層階褐色二i二(厚さ10cm) 立 (厚さ10"'-'15cm)、illJ¥留11計局色

-8-



土()享さ10cm) 地山漸移層、

②検出遺構と遺物

平)11泣跡

明褐色土:嵐化した小石混じりの土砂主体の地山である。

遺構は縄文IJ寺代晩期中葉の土墳墓と土坑、焼土遺構のほか、上而径5m、深さ1.8m、底径2.5

mの井戸様の掘り込みを検出した。また古代~仁I=r-¥itと考えられる一辺が12mの方形の溝で閉ま

れた建物跡や石垣状の遺構も検出された。

遺物は沢部分や西側台地の原地形が残存している黒色土の包合層から縄文時代115t'.期中葉の遺

した。このうち土器には鉢形土器・深鉢形土器@皿形土器 a 注口土器などのほ

か、赤色彩色の土器もある。また小型の土偶、縄文時代前期の土器、平安時代の土師器杯、中

世と思われる陶器なども少量ではあるが出土し、須恵器も表採されている。石器には石鍛・石

匙・石錐などのほか石剣・

7 所見

①遺跡の種類

ど、の石製品も出土している。

遺跡は縄文時代晩期の墓域と捨て場を中心として、縄文IJ寺代前期、古代の集落及び中世城館

の施設が存在する擾合遺跡と考えられる。

②遺跡の範囲と

遺WJ]¥の範囲はj崇高20m'""35mの台地全体とその斜面、さらにその台地に挟まれた捨て場と

えられる沢全体である。特に沢部分は縄文|時代晩期中葉の厚い遺物包合層が堆積しており、西

側台地の土墳墓等と密接に関連していると考えられる。

③発掘調査11寺に予想される

西側台地では縄文時代晩期

れるものと考えられる。

古代~中j止の建物跡や石垣状の遺構などもが検出さ

沢部分の厚い良好な包合層からは縄文時代晩期iこ!こI葉の遺物が多量に出土するものと考えら

れ、特に泥炭!脅からは木製品などの有機質の遺物の出土も予想される。

束。!u台地は遺構・遺物が希薄であるが、台地の背後が大規j模裳なlヰ二j十判|十二

の追遺命構の存在も推定される。
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第2節 j立跡範囲1i'<<(認調査

第5図戸平JII遺跡位置図
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i'''''JII遣鉢

戸平川遺跡近景 (北から)

戸平川遺跡 3トレンチ 鎗て渇検出状況 (東から)
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耳~2 節吐，tめ1"IIt.:iii'llJt

戸平川遺跡 7トレンチ 之筑後出状況 (北から)

• 
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戸平111遺跡2Aトレンチ 茜側台地E居残存状況 {東から〉
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戸'11)11遺跡

戸平川遺跡 26トレンチ 調査風景 (東から)

戸平川遺跡 31トレンチ 溝・省担状遺構検出状況 〈東から)
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第2節遺跡範問確認調査

2 森吉山ダム建設事業

(1)桐内 I遺跡、桐内E遺跡

1 遺跡所在地

桐丙 I遺跡 秋田県北秋田郡森吉町森吉字相内家ノ上ミ岱11外

桐内E遺跡 秋田県北秋田郡森吉町森吉字桐内家ノ上川反19外

2 範囲確認調査期間 平成6年8月23日，-.，，_，9月30日

3 範囲確認調査対象面積 5l， OOOrrf 

4 工事区域内遺跡面積 桐内 I遺跡 14，000rrf、桐内立遺跡 11，000rrf 

5 遺跡の立地と現況

①立地

桐内 1. II遺跡は東西に長い森吉町のほぼ中央にあたり、秋田内陸線鉄道阿仁前田駅から南

東方向約5kmの位置にある。西流する小又川沿いに県道小滝・阿仁前日停車場線を東上すると、

小又川と椀内沢JIIの合流点にかかる桐内橋にいたる。その桐内橋より手前の段丘而に遺跡が立

地している。

栴内 1. II遺跡は大久保山山地が北西方向に張り出た山据につながる段丘面にあり、段丘面

は東西に広く、標高が最も高いところで129mある。

県道を境として南側を桐内 I遺跡、北側を桐内H遺跡とする。桐内 I遺跡のある段丘面は標

高125m前後であり、東北方向が張り出し、東側を柄内沢で露されている。柵内H遺跡は小又

川に面した段丘面にあり、桐内 I遺跡より低位に立地している。東側で標高118m、西側で標

高116m前後を測り、東西で段差がみられる。

②現況

ダム建設事業のためすでに柄内部落の移転は終了しており、桐内 I遺跡ではかつての水田・

畑地および宅地を対象として調査を行い、桐内E遺跡では水田を対象として調査を行った。水

田については、昭和48年以前においては小区画で段差のきっいものであったといわれ、昭和48

年以降の耕地整理によって現状でみられる 5反歩から 1町歩の水田区画に改変されたものであ

る。

6 範囲確認調査の方法

水田区間の中で4mの坪掘り筒所を設定し、粗掘りによって遺物と遺構の有無・層位・深さ

を確認したのち坪掘り箇所を南北方向にむすぶトレンチを設定した。 トレンチ調査においても

遺物の有無、地山商における遺構の存在を確認していった。遺物の出土しなかった標高126m

-16 -



以上の地域については、地形を考癒して任意にトレ

したのち地山田を精査して遺構の有無を確認していった。

7 範盤確認調査的結果

A:桐内 I遺跡

桐ドヨ 1. II遺跡

し、 より

段丘而では南北に設定したトレンチ調査によって耕地整理による地形の改変が認められた。

高位から低位へ土が移動されたものであり、とくに段丘面上位の標高129mから126mの部分で

は削平が1m前後におよぶとみられた。低い部分での地山は灰褐色の粘土層であり、とく

差部分には径50cmの大きな石が詰め込まれ、上に粘土混じりの黒色土を 1m前後盛った状態で

あった。遺跡の所在する標高125m以下の段丘屈においては、表土耕作土とその下に遺物包含

層とみられる黒褐色土が認められた。第9['glに示した6地点における層位と深さを下に記した。

D3 表土耕作土20cm'明黄褐色土(遺構確認団)

D4 表土耕作土20cm'黒褐色土40cm'明黄褐色土(遺構確認面)

G3 表土耕作土30cm'黒掲色土45cmの堆積土に径50cmの大石包合・明黄褐色土(遺構確認

面)

G4 表土耕作土30cm'黒褐色土25cmの堆積土に径50cmの大石包合・明黄褐色土(遺構確認

面)

K3 表土耕作土20cm'明黄褐色土(遺構確認面)

K4-表土耕作土25cm'明黄褐色土(遺構確認面)

としたが、大石との関係については掘削されたボーリング試掘坑の

ら、厚さ50cm前後の明黄褐色土の下に大石の包合宿Iがあることがわかった。ただし表土

のドに大石がすぐ出てくる場所もあったことから、大手二iを覆う明褐色土爆の厚さが一様でない

とみられる。

②遺構と遺物

桐内 I遺跡ではトレンチ調査で遺構は確認されなかったが、東南に掘られていたボーリング

試掘坑の断面に住居跡らしき落ち込みを確認した。 j毒物は調査i玄の広い範囲で出土しており、

純文時代前期から後期の土器・石器・石器素材である。とくに西南部にまとまる傾向が見られ

た(第9図参照、 Aブロックとした)。なお範囲確認調杢は遺跡全体の 5%をおこない、コン

テナ1.5箱程度の出土量である。

B:畑i今日遺跡

南北に設定したトレンチ調査によって耕地整理による地形の改変が認められたが、ネ|可内 I

-17 -



告F~ :2節泣跡範1111 同:認司，'i] ::~t

跡ほど大きく削平されたようすはみられなかった。ただ

く積み上げられており、地山まで深さが 1m前後ある。

における と深さをドに記した。

L1-表土耕作土20cm. (遺構確認面)

L2-去十耕作+:20cm. 黒褐色 [~30cm . :~l}~f1S)f!~ト(逮捕確認函)

L3-表+:耕作卜30cm.黒掲色土40cm.黄褐色二i二(遺構確認illi)

L4 表土耕作土30cm.黒褐色土40cmに径40cmの大正i

と遺物

ロックが混在

91~1 に示した 4 地点

(遺構確認而I)

段丘上位の東部で=土坑を検出した。下位田の東側でも土坑と思われる落ち込みを確認し

ている。遺物は段丘上位百とド位市の広い範陸jで縄文時代前期@中期 e 後期の土器・石器・石

器素材が出土している。後期の土器は上位面中央で比較的まとまってみつかった(第9図参照、

Bブロックとした)。なお範囲確認調査は遺跡全体の 5%をおこない、コンテナ0.5箱程度の出

ある。

S 

A:柄内 I

*r司内 I遺跡は縄文時代後期を中心とする

と重複していると考えられる。

②遺跡の範囲

あり、 官ドで縄文時代前・明の遺構

山裾部にあたる束側はかつての部落の1-1-1心部で民家がまとまっていたところであって、

および遺物が検出されなかった。また東側山裾の楳iw6130m前後の宅地および水FH部分につ

いては、 [11裾部を大きく削平しているものとみられた。したがって遺物の検出状況か

m前後の段丘平垣部が遺跡の範囲であると判断した。

される遺構・造物

段丘而縁辺に縄文11幸代の住居跡および土坑群がまとまって検出されると予想される。東南の

に大きな石のまとまりがあり、後期の土器が{'I':出していることから配石逮捕の存在も

する必要がある。

遺物については縄文時代前期・ I-I~IJ(;I]・後期の土器と石器が出土しており、とくに石器と石器

素材の二が多いと予怨される。

B:桐内E遺跡

①遺跡の在g類

桐内耳遺跡は縄文時代後期の集落遺跡である。

- 18 



②遺跡の範囲

遺構@遺物の検出状況から

③発掘調査時に予想される

j'1，;j内 1. IJ:i立肋;

と下位の段丘面全域が遺跡の範囲と考えられる 0

.遺物

段丘TIn縁辺に縄文時代後期の土坑群が検出されるものと予想され、とくに段丘
上位而の東側

と下位面の東側にまとまりがあると思われる。

第8図柄内 1. II遺跡桐内沢遺跡位寵図

- 19-
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第2節遺跡Ii!附線認調也

4同内1i畠跡選最 (隅から〉

綱肉 I遺跡 トレンチ飼査状況 (爾から)
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第2節遺跡範囲確認調査

きりないざわ

(2)椀内沢遺跡

1 遺跡所在地 秋田県北秋田郡森吉町森吉字桐内沢関下タ103

2 範囲確認調査期間 平成6年8月231:=1，..，，_，9月30日

3 範囲確認調査対象面積 28，000rrf 

4 エ事区域内遺跡面積 11 ，000rrf 

5 遺跡の立地と現況

①立地

栴内沢遺跡は東西に長い森吉田Iのほぼ中央にあたり、秋田内陸線鉄道阿仁前田駅から南東に

約5krnの位置にある。西流する小又川に沿って県道小滝・|呼仁前田停車場線を東上すると、小

又川と柄内沢川の合流点にかかる桐内橋にいたる。その桐内橋より南に入る町道桐内沢線に沿

って遺跡が所在している。

桐内沢遺跡は北西方向に張り出す高畑山地の裾部につながる段丘面にある。すぐ西側が深い

谷であり、はるか下に桐内沢)11が流れている。段丘面は南北に細長く、北側が高く標高130m

前後、南側が低く標高123mであり、北から南へ緩やかな傾斜地となっている。

②現況

町道東側は傾斜面を利用した水田であり、町道西側は畑地および!lJ林であったとみられるが

現在は荒廃している。水田部分は昭和48年以降の耕地整理によって山地中腹まで拡張され、さ

らに現状でみられる 5反歩前後の水田区画に改変されたものとなっている。

6 範囲確認調査の方法

水間および畑地の区画の中に 4mの坪拙り箇所を任意に設定し、粗掘りによって遺物と遺構

の有無・層位・深さを確認した。低位の水田面は表土がかなり深いことが予想され、地形を考

慮して任意にトレンチを設定し重機で表土を除去した後、地山面を精査して遺構の有無を確認

していった。

ア 範囲確認調査の結果

①層序

山地中腹と裾部では耕作土が砂利混じりの黄褐色土であり、大きく 2段に削平されているも

のとみられる。プライマリーな状況での堆積土はj崇高135m以下の緩斜面にあり、表土耕作土

とそのドに遺物包合層とみられる黒褐色土が認められた。第11医!に示した6地点における層位

と深さを下に記した。

A3 表土耕作土20crn.黒褐色土30crn・黄褐色土(遺構確認面)

A12 表土耕作土50crn・黄褐色土(遺構確認而)

- 24-



1:liU内沢jjZ跡

A13 表土耕作土20cm・径20cmの大石包含する

B 1 表土宗j[:f乍二!こ30cm'黒褐記土20cm' (遺構確認而)

B6 表土耕作土30cm'径20cmの大石包合する (遺構確認面)

としたが、 されている。また低位で白

然の沢が入り込み表土の黒色土が 1m以上堆積する部分が500nf前後ある

②検出遺構と出土遺物

段丘中位で住居跡と思われる落ち込みを段丘低位北側で小規模の土坑を確認した。段丘I=jこI{立

の落ち込み近くから縄文時代中期の深鉢形土器と石匙など、の石器類が出土している。広い範囲

で縄文時代前期 e 中部j.後期]の土器、 と しており、南側では中的1・後期、

北側では前期 a 後期の遺物が多く分布している。耕地整理で削平が行われたとみられる南関で

縄文i判明の石j訟を採集した(第参照、 Cf也点とした)。なお範囲確認調査jは遺跡全体の 5

%をおこない、コンテナ 1箱程度の出土量である。

8 所毘

①遺跡の種類

縄文時代前期から後期にかけての集落選跡である。

②遺跡の範囲

I-Lr地裾部から西側の段丘illiが遺跡の範間で南側はV字状に入る沢によって画されていると

えられる。

③発掘i時に予想される遺構・遺物

段丘中位では縁辺に縄文11寺代1-[-1期の住居跡と土坑群がまとまっ'て検出される可能性が高い。

低位でも前期@後期の住居跡と土坑が検出されると予想される。遺物は段五 I~IJ央にまとまって

見つかっており、縁辺部ではプライマリーな堆積層が厚いことから

れる。

- 25 
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第2節遺跡礎開健~!l首存

綱肉沢遺跡遺策 {西から)

綱内沢遺跡 トレンチ別豪状況 〈密から〉
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第2fiii 逃跡範i明確認調査

3 一般国道ア号琴丘能代道路建設事業

おうぎだやち

扇田谷地遺跡

1 遺跡所在地 秋田県山本郡八竜111]・鵜川字扇EEI谷地

2 範囲確認調査期間 平成6年10月17日"-'11月11日

3 範囲確認調査対象直積 17，000nf 

4 工事広域内遺跡面接 12，000nf 

S 遺跡の立地と現況

①立地

扇田谷地遺跡は八竜町鵜川集落のI二|二i心から北東約0.6kmの地点にある。弟!J川集落のある八郎

潟北岸には、能代市と山本rllTの境界付近から隔に流れ Fる鵜)11)1[と、琴丘11ITとi二小阿仁村の境

界、房住山から西流する三種川とが作る沖積地が標高20"-'30mの台地群の聞に開けている。

|古谷地遺跡はこの鵜川川と三種川に挟まれた台地群のひとつ、金光寺野台地の南凶側先端部に

あたる。金光寺野台地周縁は細かな沢によって開析されて鋸歯状を呈し小規模な沼沢地が点在

するが、台地南西端にある本遺跡周辺もまた、おもに北西側と南東側から入り込んだいくつか

の沢が沼地を作っている。遺跡自体は標高20m前後の台地上回であるが、その|二而もこれらの

沼地に向う沢頭が入り込んで起伏の大きな地形を呈している。

②現況

時支国道7号琴丘能代道路にかかる部分は大半が松と杉の植林地であるが、工事計画に先だ

って伐採は完了している。ただし伐採後ある程度の|時間を経ているため、アカシアなどの瀧木

および笹などの繁茂が相当に進んでいる。 また今i川悶吋哨同IfI引主羽i附硝確If認市剖i司J査の対象とした台地の東rJ北珂州七可tj11印iド1"州|

は水i任田壬刃|となつているが、工事買収が完了しているため耕作はおこなわれていない。

なお、台地上回には路線予定地を南北に横断してrlITl~4 mの道路が通っている。

6 範囲確認調査の方法

調査は路線延長に平行する方向と、 20m間隔でそれに出交する方向のrlI/1I1mのトレンチを設

定しておこなった。前者にはA"-'Gまで、後者にはNo.1"-'No.23までのトレンチ名を付している。

トレンチの総延長は1，890mで、対象而積の約11%を訓来したことになる。 トレンチを制削し

と判断される土層の変化が認められた部分は ~J互 4"-'6mの方形に拡張し、その種別を確

認するように努め、清掃後写真によって記録した。またIH土した造物にはトレンチ名と

物番号を付し、路線，*，心杭からの距離を計測して位置を記録した。
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IIJ能性を誌できる。 L~坑もまたこうし

のではないかと推定される。

また今1111の古川正では認できなかった料丈代liiJ!UJの泣も、

31 
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白2自ii 泣跡範IJlH市司、;lJMJiE

こなえば検出される i吋民主が大きい。今Ifllの調査でも剥片品が集中して出土する地点があり、そ

のような地点の周回iで プ
。)0 

少なくとも に限っては!こ1=1-[止城館の存在を予想させるような地形的兆候は認めら

れない。しかし遺跡の立地する台地全体をみれば周1:111の ~III積地に向かつて開く沢が複雑に入り

込んでおり、台地自体も独立丘に近い。遺跡の西側に鵜)11)[[を挟んで位置する「館の目立」は

中世決安東氏と檎111安東氏の合戦場とも擬定され、本遺跡のある台地の位置やその特徴からも、

1=11世において何らかの利用がなされた可能性を全く否定することはできないであろう。恐らく

は路線予定域外に城祉関連の遺構が存千五するものと推定される。

②遺跡の範1mと

台地図絃から台地を横断する道路までが調査を要すると*U!訴される範凶である。道路の東側

は現状では要副首査或とほぼi可じ高さで続く~).車の地形iliî となっているが、本来は安説i~j年範 i週

よりも 1~2m程高いことが路線予定城北側の地形から 'l~iJ!析される。 トレンチを入れた結果で

もこの部分での削平の度合いは大きく、遺構、遺物とも検出されていない。したがって、この

道路東側の範凶は部主の対象から除外してよいものと判断した。

- 32 
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第13図 蔚田谷地遺跡位置図
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原田谷地遺跡道路函側区会最 (東から)

扇田谷地遺跡遭鶴東側での作業状況

- 35ー
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首~ 2 P.~ 遺跡事在刷磯~M，'tt

扇白谷地遺跡 Aトレンチ (Ho.6-No. 7問) 竪穴住居跡 (東から〉

44J. 
原田谷地遺跡 Bトレンチ (No.2-No.3問) {奈から)

- 36ー
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第2節遺跡範囲確認調査

4 県道木戸石鷹巣線建設事業

いせどうたい

伊勢堂岱遺跡

1 遺跡所在地 秋田県北秋田郡鷹巣町脇村1字伊勢堂岱5-1外

2 範閤確認識査期間 平成6年11月7日"-'11月18El 

3 範囲確認調査対象面積 11，000m 

4 工事区域内遺跡面積 9，700m 

5 遺跡の立地と現況

①立地

遺跡は鷹巣町の南東、秋田内陸縦貫鉄道小ヶ閏』駅の南東約250m、北緯40
0

12'02ぺ東経140
0

21'04"に位置している。鷹巣町の東西を米代川が流れ、その周辺に広がる鷹巣低地には北側

からは標高100"-'200mの綴子丘陵地が、南側からは標高50m前後の大野台台地が裾野を広げて

いる。遺跡はこの大野台台地の北側先端部にあり標高は44mほどである。遺跡の北側では小猿

部川のー支流である湯車)11が台地先端部を東側から北側を取り囲むようにして西に流れてい

る。また遺跡の西側は急崖となっていて直下には秋田内陸縦貫鉄道が走っている。調査範囲内

のうち西側は標高45mを頂部とし、北側に緩く傾斜する平坦地で、ここには東から沢が入り込

んでいる。この平坦地の東側にはさらに北東方向から二つの深い沢が入り込んでいて、苦状に

突き出した二つの台地先端部を形成している。

②現況

現況は従来杉林であったが、現在は調査範囲内の立木はすべて伐採されている。

6 範囲確認調査の結果

①層序

遺跡内の基本的な層序と厚さは、西側平坦部では I層黒色土(表土、 10"-'20cm)、H層黒色

土(10"-'30crn)、国)留黒色土 (20crn)、N)i扇黒褐色土(漸移層、 10"-'20crn)、 V層明褐色砂質粘

土肩(地山)である。 ill}習は縄文時代後期前葉の包合層であり、同期の遺構はill}再下部からN

層で確認できる。この西側平坦部に東側から入り込む沢は15トレンチ付近を沢頭としていて、

この部分に縄文時代後期前葉の捨て場が形成されている。捨て場の広さは4トレンチから 5ト

レンチを合むおよそ500nfと推定され、困層以下に焼土や炭化物を多量に合む黒褐色土として

認められ10"-'40crnの層厚がある。

また舵石遺構に使用されている礁の頭部はE層下部で検出される。

東側の舌状に張り出したこつの台地先端部の層序は基本的には西側平担部と同じであるが場

- 38 
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所ーによって田屈が極めて薄い部分がある。表土から地上uまでは深い所でおよそ50cmである。

物は、直属の黒色土から縄文11寺代後の遺物が出土している。

②検出遺構と出土建物

遺構は西側平坦部では竪穴住居跡10軒、土坑17基、 i配石遺構 3 基、お152 条が*6~1+\ されている。

竪穴住居跡のうち台地西端で検出された 1 は a辺が約6mの)]-形を呈する11，-代の竪穴住病跡

で、他の竪穴住居跡はいずtlも縄文時代後期j前葉と考えられる直径3"'-'4mの

居跡である 0

17基の土坑には土拡ニ慕と考えられる配石を伴う径0_5"'-'1.0mのものや、確認iIliでの直径が

3mほど、の大型の土坑がある。 R1i己石遺構では長さ30cmほどの河原石を直線的に配列したものや

円形に配列したものなどがある。

これら検出遺構の時期は、既述の古代の竪穴住居跡を除く多くが紺丈時代後則前菜の遺構と

えられるが、縄文時代q二rJl)]末葉の土器も出土していることからこのi時期]の遺構も合まれるで

あろう。

二つの舌状台地先端部の遺構は両側の先端部では河原石を利用した2基の配石遺構を、また

東側の先端部では竪穴住居hlrs;2軒、土坑2基、 l耳目二I遺構1基を検出している。

遺物は縄文時代後期前葉を中心とする土器"石器が説u究主iのほぼ全域から二しており、

は深鉢)1ラ土器・鉢形土器・壷形土器のほかこなどがあり、石器では三位11石器歯石銃。

どがある。この他古代の須恵器査や土(cli同誌の杯がIJLIfHU平土Il部の両端から出土して

いる 0

7 

①遺跡の種類

j遺玄跡は志組l巴E文i時侍代i仁→j判i

坑@土段堀填9J墓@配石j遺立1構千荷占などがf伴!ド5うものと考えられる O また西側平kn:k自の間端には古代の集落の

存在も考えられる。さらに舌状の台地先端部でも縄文時代中期末葉~後期のWiJ:{，-逮捕など

を伴う集落の存在が予想される。

②遺跡の範i主!と

遺跡全体の!よがりは、標高45m前後の台地平上Il部のおよそ100，000niに及ぶものと考えられ

る。このうち工事区域は遺跡のある台地北印日1)をほぼ東刊に横断することになる。

される法.J宝物

によって検出される遺構は、純文時代 I~I-IW]末葉~後期前の竪穴住居跡・ L坑・

ど多数の遺群のほか、古代の竪穴住民跡などがあるものと考えられる。

遺物はj引や?と i司じ II~j:J~]のものが出上すると考えられ、特に五!日丈l時代後Jl:JJ1~íj菜のでJ誌がむイ+:

- 39-
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することからこ ること される。

5思

- 40 



fJJ評伝j日跡、

- 41-



(
暖
出
荷
議
総
察
側
巾
)

図
耐
時
閣
惜
桝
儒
揺
母
国
端

議
咽
泊
料
融
市
平

図
ト
↑
撚

i出2節

42 -

j立 1[1));範 1J! li能 1\;g; jJ，'iJ:~t



，.p. 
w 

~ 100m 

lミ
空
港
除
草
山
同
事

第18図伊勢堂岱遺跡工事区域内遺跡範囲図



第2 邸遺跡~è~11儲illf，1ft 

伊害事掌岱遺跡 西側平19都 〈東から)

伊事4堂岱遺跡 :nlの舌状の台地先繍部 (西から〉
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伊勢世俗遺跡

伊努裳岱遺跡 1トレン手 平安時代竪穴住居跡 (北東から)

伊勢堂岱遺跡 4トレン手 配石遺構 (東から〉
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:昆 2a量遣H~附棺!t:l ft

伊勢堂岱遺跡 9トレンチ 縄文時代後期の土締出主状況 (北西から)

伊努盆岱遺跡 12トレンチ配右遺矯 (密から}

- .16-
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山本郡琴宇泉沢I=IJ

平成7年日月 71] ~12月 2 日

36ラOOOnf

15， 

2

つ
U
4
8

(このう は水I-El以外の8フ500nfである)

5 最跡の立地と現況

①立i也

泉沢1=1こl台遺跡は翠丘!IITの北部、 JR焼却支駅北方約3 し八郎潟東岸に形成された襟

i古~26m前後を測る海成段丘一1::~こ立地している。調在地の西側~南側に大小の堤が造成されてお

り、畑地を最高位にして堤に向かつて緩やかに傾斜している。西側水H=!と南fJiU水1+1の間には小

さな沢が入り込み、畑地の北および東側はほ場整備により原地形が大きく改変されている。 1:1F1

地とァ1<IJIの比高差は約3mである。

②現況

畑地、牧草地、である。

5 

原則として 1mll!房のトレンチ調査で行うた。 下支高い1:111地部分では基準点Aをもとにして東

西方向に20m間隔のトレンチを設定し、さらにこれに直交させるようにトレンチを設定した。

水田の部分も1:f1!地からのトレンチを延長するようにしたが、南西側については沢の地形に沿わ

した。大分は入手で掘り、粘土質で水分を多く合んでいる所は重機で表~L除去を行

い、地山而と壁而を入手で精査した。出土した遺物はトータルステーションで基準点からの位

しながら取り上げた。 掘り上げたトレンチは遺構の布保、二!二hrjの観察、遺物の取り上

げ終 f後全て埋め戻した。 No.18トレンチでは古代の土器とともに鉄浮が多量に出土したため、

遺物を取り上げないで明め戻した。 トレンチの総延長は2，060m、内訳は、水i二H部分1，240m、

その他820mである。

7 範関確認諦査の結果

(1) 

1:111地、牧草地、水I-Hの3ヶ所で述いが見られる。

1JUt也はNo.5トレンチ内で 1 作土()語厚 5~10crn) 、 II)字削

- 47-



第 2.ffiii 追跡範凶確認調査

地山主i刑事層、 N層地山土である。 *111耕作により立・盟層を欠いて

いる所もある。

牧草地は昭和40年代半ばに舟辺の水i王iの た際に水!二EIとされていたらしい。 No.

3トレンチ内で I層耕作土(層厚5cm~20crn) 、 E 層地山盛り土(層厚 o ~30cm)、直

( J¥肩厚o~30cm) 、 N)部品色土(層厚 o ~20cm) 、 V層地山土である。水田用水路の i軒

が、直層下部で確認できたことから、これと同一 Aのレベルで水|子!が耕作されていたものと推測

される。原地形で高い部分の土が詰Ijられ低い所に盛られたため、畑寄りでは立 ~N層が存在せ

ず、大小のロ…ムブロックを混入した I層の堆積が見られるだけである。また部分的にN層土

に地山塊を合む単…層で構成される所があるが地山市はほとんど削平されていなし¥0

水田はNo.l トレンチ内で I 層耕作土(層厚15~20cm)、立)酎倍~黒掲色土(層厚 o ~30cm) 、

亜屑抱IP¥ート()吉原o~20cm) 、 N層地山土となっている。畑寄りではかつての包画整理による

削平を受けており、地山土をそのまま耕作土として利用している。なお水田の堆積二上には全般

にわたって長年の71<1司耕作の影響による土色、土質の変化が認められる。

(2)検出遺構と遺物

①検出遺構

畑及び牧草地から検出した遺構は以下のとおりである。

トレ?チぬLI1T出遺構 _1 No.5トレンチ内でほぼ南北方向に仲びる溝跡が3条並行
して存在する。最も東側の溝跡は恥5トレンチから約20m

、土坑1
南側の恥1トレンチ内でも検出されている。またぬ4トレ

ンチ北側で東西方向、ぬ18トレンチ北側で北東一

No.20トレンチ中央で南北方向に伸びる溝跡をそれぞれl条

i 目ずつ確認している。
2 0 住居跡1、溝跡 1I 
ιE一 l住)居舌跡 1 I N恥仏4トレンチの泊潜1跡は幅約4ω蜘0恥伽C口cm耳

しし、その他はi幅IJ幅l届面約2却Ocm、覆土は11音褐~褐色を虫している。また恥3トレンチ内で径40cm前後の

範囲で地11日IUIが焼土化した部分が認められ、 No.lとぬ5トレンチI'hDに入れた2mlL~l方トレンチ

内でも地山而が若干:盛り上がり、そこが焼土化している。 No.25トレンチで ロッ

クを多く合む円形のプランが確認され、土I'lrli器片が出土している。 No.20トレンチ東側で:は焼土

粒子を合む黒褐色土の落ち込みが確認され、規模・ 7惨状から竪穴住居跡と思われる。 No.2トレ

ンチ中央からも同様の竪穴住居跡が検出されている。

水FEIでは!幅約30cmの溝状遺構が検出したが、!日水EH耕作に水路とされた痕跡である可能性

が高い。その他水I-H内からは遺J持は検出されなかった。
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泉沢1:1こl台遺跡

②出土遺物

先Hからは土自li器、 しそれらに混じり近位末~近現代の陶磁器が出土して

いる。 No.18トレンチ南側で土師器に混じり、椀形浮をはじめ多数の鉄浮が出土している。鉄浮

は畑内を通る農道の地表面にも多数散布している。水田からは土f:lIli器、須恵器片が主として出

土し、それらに混じって縄文土器片、磨製石斧、石鍛、石匙、フレーク、近世末~近現代の陶

磁器片が散布している。遺物は豆腐中から出土しているものが多く、地山土上田で出土したも

のは少なかった。

3 

古代の製鉄関連遺跡と縄文時代の遺物散布地である。

②遺跡の範囲!と

知i寄りおよび南西側に入り込んだ沢に作られた水田から

たため、遺跡の範囲はこれらを除いた部分である。

8，500niが調査対象範囲である。(残りは盛り土)

③発掘調査|時に予想される遺構・遺物

-遺物ともに検出されなかっ

うち水田部分以外の

鉄浮が多数出土していること、さらに焼土遺構が確認されていることから古代の製鉄炉ある

いは工房跡といった製鉄関連遺構が検出される可能性が高く、これらに伴う住居跡等が検出さ

れることが考えられる。またフイゴ羽l二!、鉄製品など遺構に伴う遺物が出土することが予想さ

れる。
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第19図 泉沢中台遺跡位置図
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